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父
島
返
還
祭

今
年
も
、
小
笠
原
諸
島
の
返
還
を
記
念
し
た
父
島

返
還
祭
を
実
施
し
ま
す
。

例
年
ど
お
り
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭
」
の
内

容
も
含
め
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
の
出
店
を

行
い
ま
す
の
で
、皆
様
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
６
月
23
日
（土
）午
後
５
時
か
ら

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

母
島
返
還
祭
（前
夜
祭
・
当
夜
祭
）

５
月
２９
日
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
今
年
の
母
島
返
還
祭
は
、
前
夜
祭
、
当
夜
祭

で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。

前
夜
祭
、
当
夜
祭
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

表
彰
式
、
花
火
大
会
、
演
芸
大
会
お
よ
び
夜
店
の
出

店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
２３
日
（土
）前
夜
祭

６
月
２４
日
（日
）当
夜
祭

両
日
と
も
午
後
６
時
30
分
か
ら

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園

●
問
合
せ
先

母
島
返
還
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（母
島
支
所
庶
務
係
）

３
―
２
１
１
１

硫
黄
島
掃
海
訓
練
に
よ
る
操
業
制
限

硫
黄
島
周
辺
海
域
で
防
衛
省
に
よ
る
掃
海
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

訓
練
期
間
中
は
制
限
水
域
で
の
航
行
や
操
業
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
６
月
１６
日
（土
）～
２５
日
（金
）

【
制
限
水
域
の
範
囲
】

次
の
図
の
と
お
り
（ア
～
ウ
区
域
）

※
硫
黄
島
訪
島
事
業
（６
月
16
日
～
17
日
硫
黄
島

入
島
）に
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

Ｃ
Ｏ
２
削
減

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

環
境
省
で
は
、
２
０
０
３
年
よ
り
温
暖
化
防
止
の

た
め
、「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

10
年
目
の
今
年
は
節
目
の
年
と
し
て
、
６
月
21

日
（木
）～
７
月
７
日
（
土
）
ま
で
の
間
、「
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
10
周
年
『
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
ジ
ャ

パ
ン
２
０
１
２
』」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
６

月
21
日
（木
）を
「
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」、
７
月
７

日
（土
）を
「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」
と
題
し
、
午
後

８
時
か
ら
10
時
ま
で
の
２
時
間
程
度
、
施
設
や
ご
家

庭
の
電
気
の
消
灯
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
い

た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先総

務
課
企
画
政
策
室

２
―
３
１
１
１

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
の
点
検
・
評
価

（平
成
23
年
度
分
）の
公
表

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
村
教
育
委
員
会
は
、
教
育
委
員
会
の
権

限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ
い

て
点
検
お
よ
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る

報
告
書
を
作
成
し
、
議
会
へ
提
出
す
る
と
と
も
に
公

表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

点
検
お
よ
び
評
価
の
対
象
は
、「
小
笠
原
村
教
育
委

員
会
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
主
要
施
策
」
に
つ
い
て

で
あ
り
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
施
策
や
事
業
の

進
捗
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
学
識
経
験
者
の
意
見
を

聴
取
し
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
点
検
・
評

価
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
23
年
度
分
の
点
検
お
よ
び
評
価
の
報
告
書

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
お
よ
び
母
島
支
所
に
て
閲
覧

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会

２
―
３
１
１
７

行
政
相
談
所
の
開
設

【
日
時
】
６
月
１３
日
（水
）午
後
７
時
～
９
時

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田

捷
夫

《
住

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

国
民
健
康
保
険
税

◎
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、
低
所
得
世
帯
や
中
間
所

得
世
帯
を
対
象
に
、
世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
の
所
得
の
合
計
額
が
一
定
の
所

得
よ
り
少
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。

小
笠
原
村
で
は
、
均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て
７

割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

軽
減
制
度
は
、
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、所
得
の
申
告
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
世
帯
主
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が
申
告
を
済
ま
せ
て
い

る
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
。

一
人
で
も
未
申
告
者
が
い
る
と
軽
減
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収
入
が
な
い
方
で
も
所
得

の
申
告
は
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
減
判
定
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
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小笠原の花・木・鳥・魚

花 ムニンヒメツバキ 木 タコノキ

鳥 ハハジマメグロ 魚 アオムロ

ﾀﾞﾑ 貯水率

5/25現在

父島

100/100

母島

100/100

4月気象状況（父島）

最高気温 22.4℃

最低気温 18.0℃

平均気温 20.1℃

平均湿度 75％

月降水量 132.0mm

住民基本台帳登録者数（５/1）

2,568人

父島 母島

人口 2,081人 487人

世帯 1,150 256
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な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
判
定
し
ま
す
。（
保

険
税
の
計
算
に
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
世
帯
主
の
所
得
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

◎
倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ

れ
た
方
へ
の
保
険
税
軽
減

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
申
請
の
手
続
き
を
す
る

と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に

お
い
て
、

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（倒
産
・
解
雇

な
ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
理
由
コ
ー
ド

１１
、
１２
、

２１
、
２２
、
３１
、
３２
の
方
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（雇
い
止
め
な

ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
コ
ー
ド
が
２３
、
３３
、
３４

の
方
）

た
だ
し
、
特
例
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資

格
者
は
、
右
記
の
離
職
コ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
対
象

外
で
す
。

※
特
例
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
特
」
と
、
高

年
齢
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
高
」
と
表
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
申
請
場
所
】
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
、
母
島
支
所

【
持
参
す
る
も
の
】「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

印
鑑
（シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
（
３０
歳
未
満
）納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料
が
納
め

忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
窓

口
へ
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
２４
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
７
月
１
日
か

ら
開
始
さ
れ
、
平
成
２４
年
７
月
か
ら
平
成
２５
年
６

月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。ま
た
、

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
平
成
２４

年
７
月
に
申
請
す
る
場
合

は
、
平
成
２３
年
７
月
か
ら
平
成
２４
年
６
月
ま
で
の

期
間
（前
１
年
間
分
）に
つ
い
て
も
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
７
月
に
前
１
年
間
分
の
免
除
等
も
申
請

さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提
出
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

港
年
金
事
務
所
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
と

そ
の
ご
家
族
の
皆
様

７
月
９
日
（月
）に
外
国
人
登
録
制
度
が
廃
止
、
外

国
人
住
民
も
住
民
基
本
台
帳
制
度
の
対
象
と
な
り
、

住
民
票
を
作
成
し
ま
す
。

制
度
移
行
の
た
め
、
外
国
人
登
録
等
の
情
報
に
基

づ
き
仮
の
住
民
票
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
を
記
載
し

た
お
知
ら
せ
を
順
次
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
人
と
外
国
人
の
方
が
同
じ
世
帯
に
な

る
場
合
、
日
本
人
の
住
民
票
に
つ
い
て
も
世
帯
主
や

続
柄
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

内
容
に
変
更
が
あ
る
と
き
や
事
実
と
異
な
る
と
き

は
お
早
め
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。
変
更
等
が
な
い
場

合
は
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２-

３
１
１
３

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の
見
直
し

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
と
し
て
と
ら
え
、
自
己
責
任

と
助
け
合
い
の
考
え
か
ら
、
４０
歳
以
上
の
方
が
全
員

で
保
険
料
を
負
担
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
と
そ

の
家
族
を
支
え
て
い
く
制
度
で
す
。

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）の
保
険
料

は
３
年
ご
と
に
見
直
し
、
小
笠
原
村
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
必
要
な
費
用
か
ら
算
出
さ
れ
た
基
準
額
を

に
、
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
を
決
定
し
ま
す
。

２４
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
第
３
段
階
を
細

し
、
所
得
の
少
な
い
方
へ
の
保
険
料
負
担
を
抑

８
段
階
の
保
険
料
設
定
と
な
り
ま
し
た
。

40
歳
か
ら
64
歳
の
方
（第
２
号
被
保
険
者
）の
保

険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
算
定
方
法
に

よ
り
決
め
ら
れ
、
健
康
保
険
料
と
一
括
し
て
納
め
ま

す
。※

保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
当
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２４
年
６
月
か
ら
は
、
所
得
制
限
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
現
況
届
の
結
果
通
知
書
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
各
所
属
庁
で
の
手
続
き
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

小
笠
原
村
健
康
診
断
結
果
報
告
書

健
康
診
断
の
結
果
報
告
書
は
、結
果
説
明
会
に
お
い

て
配
布
し
て
お
り
ま
し
た
が
、受
け
取
ら
れ
て
い
な
い

方
に
つ
い
て
は
６
月
１
日
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階
【６５歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料】

対象者

生活保護受給者等

村民税非課税世帯で合計所得＋課税年金収入が 80万円以下

本人が村民税課税で、合計所得額が 190 万円未満
-2-

も
と

平
成

分
化

え
た

平
成
24
年
度
第
１
期
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
（
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
の
納
付
）の
納
期
限
は
７

月
２
日
で
す
。

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
際
に
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
利
用
料
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
保
険
料
は
必
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２-

３
１
１
３

児
童
手
当
の
支
給

６
月
は
、「
児
童
手
当
」
の
支
給
月
と
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
か
ら
「
児

童
手
当
」
に
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
支
給
対

象
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
中
学
校
終
了
ま
で
の

児
童
と
な
り
ま
す
。

支
給
月
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
３
歳
未
満
】
月
額
１
５
，
０
０
０
円

【
３
歳
以
上
小
学
校
終
了
前
】

○
第
１
子
、
第
２
子

月
額
１
０
，
０
０
０
円

○
第
３
子
以
降

月
額
１
５
，
０
０
０
円

【
中
学
校
修
了
前
】
月
額
一
律
１
０
，
０
０
０
円

な
お
、
６
月
は
、
児
童
手
当
の
更
新
申
請
の
時
期

に
な
り
ま
す
。
支
給
決
定
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い

る
「
現
況
届
」
と
必
要
書
類
を
６
月
中
に
、
村
役
場

村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。「
現
況
届
」
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、「
児
童

本人が村民税課税で、合計所得額が 190 万円以上
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健
康
診
断
は
受
診
し
た
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
結
果
を
基
に
自
己
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
健

康
管
理
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
必
要
な
保
健
指
導

や
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
も
の

で
す
。
結
果
を
ご
確
認
頂
き
気
に
な
る
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
７
月

２
日
（月
）で
す
。

６
月
は
、
個
人
村
・
都
民
税
（
第
１
期
）、
国
民
健

康
保
険
税
（第
１
期
）お
よ
び
介
護
保
険
料（
第
１
期
）

の
納
期
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

小
笠
原
村
公
金
「
口
座
振
替
」
の
お
知
ら
せ

次
の
小
笠
原
村
公
金
は
、口
座
振
替
（口
座
自
動
引

き
落
と
し
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
は
村
役

場
・
母
島
支
所
・
各
金
融
機
関
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
対
象
項
目
】
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用

料
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
料
・
上
下
水
道
料
・
保

育
料
・
村
営
住
宅
使
用
料
・
村
都
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関
】
七
島
信
用
組

合
・
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
問
合
せ
先

出
納
課

２
―
３
１
８
０

認
定
農
業
者
制
度

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
す
る
農
業
者
が
立
て
た
計
画
を
市
町
村
が
認
定

し
、
そ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
た
農
業
者
の
取
り
組

み
を
、
関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
し
て
支
援
し
て
い

く
制
度
で
す
。

農
業
経
営
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
り
、

農
業
者
が
自
ら
作
成
す
る
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」

が
村
の
農
業
基
本
構
想
に
即
し
て
い
る
方
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
認
定
申
請
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
農
業
経
営
改
善
計
画
書
記
入
相
談
会

認
定
農
業
者
の
申
請
に
必
要
な
要
件
や
提
出
書
類

の
書
き
方
に
つ
い
て
、
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。
申

請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
申
し
込
み
の

う
え
本
相
談
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
19
日
（火
）午
後
１
時
30
分
～

（１
人
約
１
時
間
）

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
20
日
（水
）午
前
10
時
～

（１
人
約
１
時
間
）

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室

◎
農
業
経
営
改
善
計
画
申
請
受
付

【
提
出
期
限
】
６
月
27
日
（水
）

【
提
出
先
】
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

ベ
ル
マ
ー
ク
お
よ
び

使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収

小
笠
原
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク

を
集
め
て
学
校
に
必
要
な
教
材
備
品
を
整
備
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ル
マ
ー
ク
ま
た
は
、
使
用
済
み
イ
ン
ク
ト
ナ
ー

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（キ
ャ
ノ
ン
・
エ
プ
ソ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

各
社
純
正
品
の
み
）が
あ
り
ま
し
た
ら
、回
収
に
ご
協

力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
回
収
箱
設
置
場
所
】

○
小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
村
役
場
ホ
ー
ル

●
問
合
せ
先

小
笠
原
小
学
校

２
―
２
０
１
２

小
笠
原
中
学
校

２
―
２
５
０
２

オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
生
息
状
況
調
査
の
実
施

環
境
省
で
は
外
来
種
オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
生
息
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
父
島
二
見
港
周
辺
で
オ
オ
ヒ

キ
ガ
エ
ル
の
試
験
捕
獲
と
水
辺
の
環
境
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
は
日
中
と
夜
間
の
両
方
に
行
い
ま
す
。

夜
間
は
、
調
査
員
が
ラ
イ
ト
持
っ
て
道
路
や
河
川
を

歩
き
、
調
査
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
敷
地
へ
の
立
ち
入
り
や
ラ
イ
ト
の
照
射
の
仕
方
に

は
十
分
留
意
し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
調
査
期
間
】
６
月
８
日
（金
）～
７
月
２４
日
（火
）

【
調
査
範
囲
】

父
島
西
町
周
辺
、
二
見
港
船
客
待
合
所
周
辺
、
興

洋
岸
壁
、奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
、と
び
う
お
桟
橋
周
辺
、

漁
協
周
辺
、
奥
村
川
、
清
瀬
川
等

【
調
査
時
間
】

午
前
８
時
～
午
後
５
時
・
午
後
８
時
～
翌
未
明

【
調
査
内
容
】

《
日
中
》
オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
卵
や
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
の
捕
獲

水
質
や
植
生
等
の
環
境
調
査

《
夜
間
》
オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
捕
獲

●
問
合
せ
先

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
小
笠
原
事
務
所

２
―
７
６
０
１

母
島
巡
回
労
働
相
談

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、６
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

【
日
時
】
６
月
４
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
）

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
）

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
）

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
１３
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
）

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後

も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は

再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３

銃
器
等
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
お
よ
び

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
・
遊
歩
道
の
通
行
止
め

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
等
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行

い
ま
す
。
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実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
作
業
区
域
内
に
は
、
指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
除

き
、
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に
お
い

て
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に

い
た
し
ま
す
。

【
作
業
期
間
】
６
月
７
日
（木
）～
６
月
２２
日
（金
）

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実
施
し

ま
す
。

【
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
５
時
３０
分

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら

入
港
日
は
午
前
１１
時
30
分
ま
で

【
作
業
区
域
】
石
浦
か
ら
巽
湾
側
に
中
山
峠
ま
で
の

沿
岸
お
よ
び
そ
の
周
辺
山
域

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】

①
常
世
ノ
滝
～
ワ
ラ
ビ
谷
分
岐
ま
で
の
指
定
ル
ー

ト

６
月
７
日(

木)

②
石
浦
方
面
指
定
ル
ー
ト

６
月
１２
日(

火)

１４
日(

木)

１９
日(

火)

２１
日(

木)

③
常
世
ノ
滝
～
千
尋
岩
方
面
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び

西
海
岸
指
定
ル
ー
ト

６
月
１３
日(

水)

④
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

６
月
２２
日(

金)

【
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】

⑤
小
港
～
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
・
高
山
方
面

６
月
２０
日(

水)

●
問
合
せ
先

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２
―
２
１
２
３

保
健
所
難
病
専
門
医
相
談

今
年
度
は
、
神
経
系
難
病
専
門
医
に
よ
る
療
養
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

難
病
と
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
が
分
か
ら
ず

治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。

な
か
で
も
神
経
難
病
は
、筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（Ａ

Ｌ
Ｓ
）、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど

耳
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
数
が
少
な
い
た
め
一
般
に
な
じ
み
が
薄

く
、
理
解
も
さ
れ
に
く
い
病
気
で
す
。
新
し
い
治
療

へ
の
取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
が
、
経
過
は
多
く
が
慢

性
で
、
患
者
家
族
の
介
護
負
担
や
精
神
的
な
負
担
も

大
き
く
、
周
囲
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
療
養
や

リ
ハ
ビ
リ
の
相
談
も
行
い
ま
す
。
個
別
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
１７
日
（日
）
午
前
９
時
～
正
午

６
月
18
日
（月
）
午
前
９
時
～
正
午

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所

【
母
島
】
６
月
１５
日
（金
）午
後
～
６
月
16
日
（土
）

午
前
の
間
で
、
時
間
・
場
所
と
も
個
別
に
調
整
し
ま

す
。《

申
込
期
限
》
６
月
８
日
（金
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

小
笠
原
警
察
署
で
は
、「
そ
の
駐
車

人

街

道

路
が
泣
い
て
ま
す
。」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
関
係
機

関
・
団
体
等
と
協
力
し
て
、
迷
惑
駐
車
防
止
の
た
め

の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
狭
い
路
地
や
通
学
路
に
車
が
止
ま
っ
て
い
る

と

①
子
ど
も
た
ち
の
視
界
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

②
運
転
し
て
い
る
人
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
の
発
見

が
遅
れ
ま
す
。

③
消
防
車
・
救
急
車
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

な
ど
に
よ
り
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
ち
ょ
っ
と
遅
く
て
も
、
短
時
間
で
あ
っ
て
も
車

は
駐
車
場
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

安
全
運
転
を
心
が
け
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施

【
試
験
日
時
】
６
月
17
日
（日
）午
前
９
時
～

【
申
込
締
切
】
６
月
15
日
（金
）午
後
５
時

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

※
申
込
時
に
本
籍
記
載
の
住
民
票
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂

●
問
合
せ
先

小
笠
原
警
察
署

２
―
２
１
１
０

小
笠
原
高
等
学
校
ビ
ー
デ
祭

【
日
時
】
６
月
１０
日
（日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

【
内
容
】
本
校
生
徒
に
よ
る
模
擬
店
、
展
示
、
ス
テ

ー
ジ
発
表

【
そ
の
他
】
今
年
度
は
、
校
舎
増
築
工
事
の
た
め
駐

車
場
お
よ
び
駐
輪
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
車
・
二
輪
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
高
等
学
校

２
―
２
３
４
６

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【
実
施
日
程
】
６
月
２２
日
（金
）

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
）

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
前
予
約
受
付

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

【６
月
の
開
館
日
】入
港
日
か
ら
出
港
日
、
午
前
８
時

３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

【
新
館
】
硫
黄
三
島
展
～
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史

【
本
館
】
ク
ジ
ラ
展
～
ザ
ト
ウ
と
イ
ル
カ
と
小
笠
原

※
６
月
５
日
ま
で
。
ま
た
、
写
真
展
「国
立
公
園
・野

生
生
物
フ
ォ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」を
６
月
10
日
か
ら

７
月
１
日
ま
で
展
示
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

２
―
３
０
０
１

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り

◎
本
を
借
り
る
時
は
、
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

父
島
図
書
室
利
用
カ
ー
ド
を
作
る
に
は
申
請
書
で

申
込
み
、
翌
日
以
降
の
受
取
に
な
り
ま
す
。

※
受
取
で
き
る
時
間
は
火
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
３０
分
～
５
時
に
限
り
ま
す
。

※
受
取
時
に
身
分
証
明
書
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
郷
土
小
笠
原
に
関
す
る
図
書
・
地
図
・
写
真
や
記

録
な
ど
の
資
料
を
広
く
集
め
て
い
ま
す
。

地
域
資
料
を
誰
も
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
次

の
時
代
へ
の
文
化
遺
産
と
し
て
保
存
し
て
い
く
こ
と

は
、
地
域
図
書
館
の
大
切
な
使
命
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

小
笠
原
関
係
資
料
は
、
現
在
約
５
０
０
冊
の
蔵
書

が
あ
り
、
貸
出
可
能
な
１
階
開
架
コ
ー
ナ
ー
と
、
閲

覧
の
み
の
２
階
貴
重
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
あ
り
ま
す
。

【
小
笠
原
諸
島
返
還
４４
周
年
記
念
・
展
示
中
】

多
く
の
方
の
ご
観
覧
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

中山峠

石浦

巽湾

初寝浦

二見湾 ②

④
赤旗山

西海岸

小港

▲ ▲

▲

時雨山

矢山
つつじ山

③

①

ｼﾞｮﾝﾋﾞｰﾁ

⑤

▲
高山
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○
地
域
資
料
の
一
部
で
、
な
つ
か
し
い
絵
は
が

き
・
新
聞
切
抜
・
小
冊
子
等
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

○
世
界
遺
産
特
設
コ
ー
ナ
ー

○
小
笠
原
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ツ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

「
小
笠
原
の
自
然
」
へ
の
願
い
を
カ
ー
ド
に
書

い
て
く
だ
さ
い
。

【
小
笠
原
資
料
収
集
ご
協
力
の
お
願
い
】

地
域
の
皆
様
か
ら
の
資
料
の
寄
贈
・
情
報
の
提
供

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
小
笠
原
関
係
の
資
料
で
し
た
ら
新
旧
に
こ
だ
わ

り
ま
せ
ん
。

○
各
事
業
所
等
で
刊
行
物
を
作
成
し
た
場
合
に

は
、
開
架
用
・
保
存
用
と
し
て
、
で
き
る
だ
け

２
部
以
上
を
ご
寄
贈
お
願
い
し
ま
す
。

【
貴
重
本
の
閲
覧
に
は
予
約
手
続
き
が
必
要
で
す
】

貴
重
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
資
料
の
閲
覧
希
望
の
方

は
、
予
約
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
予
約
か
ら

閲
覧
ま
で
は
数
日
か
か
り
ま
す
。

現
在
そ
し
て
未
来
の
小
笠
原
村
民
に
手
渡
す
貴
重

な
記
録
資
料
で
す
。
ご
理
解
の
上
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

【
小
笠
原
資
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
検
索
で

き
ま
す
】

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.ogasawara.or.jp/

内
で
公
開
し
て
い
る「
小
笠
原
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

で
父
島
図
書
室
所
蔵
の
小
笠
原
関
係
資
料
も
検
索
で

き
ま
す
。
ご
自
宅
で
検
索
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
閲
覧
や
貸
出
を
ご
希
望
の
方
は
、

図
書
受
付
に
て
予
約
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室

２
―
２
９
１
１

教
育
課
教
育
係

２
―
３
１
１
７

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催

【
日
時
】
６
月
２４
日
（日
）正
午
～

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

●
問
合
せ
先

千
葉

２
―
２
６
２
８

お
が
さ
わ
ら
丸
２
等
旅
客
定
員
の

お
が
さ
わ
ら
丸
の
２
等
船
室
の
居
住

る
た
め
、
６
月
１
日
（金
）東
京
発
便
よ

客
定
員
を
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま

※
変
更
後
の
２
等
席
１
人
あ
た
り
の
面
積
は
、
幅
６０

㎝
、
長
さ
１
８
０
㎝
と
従
来
よ
り
も
広
く
な
り
ま

す
。

※
寝
具
に
つ
い
て
は
、
準
備
が
整
い
次
第
、
敷
き
は
マ
ッ

ト
レ
ス
、
掛
け
は
掛
布
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
運
㈱
営
業
課

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ

今
年
も
お
が
さ
わ
ら
丸
で
の
原
生
自
然
環
境
保
全

地
域
南
硫
黄
島
を
含
む
、
北
硫
黄
島
、
硫
黄
島
の

３
島
ク
ル
ー
ズ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

島
民
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
程
】
７
月
10
日
（火
）午
後
７
時
父
島
出
港

～
11
日
（水
）午
後
７
時
父
島
到
着

【
費
用
】
《
大
人
》
１
万
９
９
０
０
円

《
学
生
》
１
万
７
９
０
０
円

《
小
人
》
９
９
０
０
円

【
申
込
締
切
】
６
月
２５
日
（月
）

【
注
意
事
項
】

○
上
級
席
ご
希
望
の
費
用
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
参
加
費
に
は
２
等
乗
船
料
金
、
旅
行
傷
害
保
険

料
お
よ
び
消
費
税
を
含
み
ま
す
。

○
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
船
上
か
ら

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
海
上
状
態
に
よ
り
、
行
程
の
一
部
変
更
ま
た
は

中
止
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
て
い
ま
す
が
、
夏
休
み
に
上
京
予
定
の
方
は
、
乗

船
券
を
お
早
め
に
ご
予
約
ま
た
は
、
ご
購
入
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
７
月
分
】
予
約
、
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

【
８
月
分
】
６
月
６
日
（水
）よ
り
予
約
、
発
売
開
始

●
問
合
せ
先

《
父
島
》
小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所

２
―
２
１
１
１

《
母
島
》
東
京
島
し
ょ
農
協
母
島
店

３
―
２
３
３
１

専
門
診
療

◎
小
児
科

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
８
日
（金
）午
後
２
時
診
察
開
始

《
受
付
時
間
》

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
３０
分
ま
で

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
１０
日
（日
）午
前
１０
時
診
察
開
始

《
受
付
時
間
》

午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分
ま
で

《
場
所
》
母
島
診
療
所

◎
産
科
・
婦
人
科

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
２３
日
（土
）

６月の燃料油価格変動調整金
６月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（ ）内は変動調整額 単位：円

伊
豆
諸
島
開
発
㈱

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃

１ 等 品 ９，１５３ （+1089）

２ 等 品 ８，５８１ （+1021）

３ 等 品 ８，００９ （+953）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 ９１７ （+109）

０．０７５トン以下 ６９１ （+82）

は
は
じ
ま
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ４，６３０ （+850） ２，３２０ （+430）

１ 等 ９，２６０ （+1,700） ４，６３０ （+850）

村民割引
（往復）２等 ５，５６０ （+1020） ２，７９０ （+520）

お
が
さ
わ
ら
丸

等 級 大 人

２ 等 ２４，９４０ （

特 ２ 等 ３７，４１０ （

１ 等 ４９，８８０ （

特 １ 等 ５７，６７０ （

特 等 ６２，４３０ （

２等（学割） １９，９６０ （
２等

（身体障害者割引） １２，４８０ （
村民割引
（往復）２等 ３７，４２０ （

貨
物
運
賃

１ 等 品

２ 等 品

３ 等 品

小口貨物

（１口）

０．１０トン以

０．０７５トン
変
更
後

変
更
前

５
４
２
名

８
１
０
名

２
等

２
２
６
名

２
２
６
名

指
定

変
更

性
を
改
善
す

り
、
２
等
旅

す
。

○
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
２
―
２
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ogasaw

arakaiun.co.jp/

お
が
さ
わ
ら
丸
夏
期
乗
船
券
の
発
売
日

昨
年
の
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
登
録
以

降
、
観
光
客
の
急
増
に
よ
り
大
変
混
雑
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
乗
船
枠
は
十
分
ご
用
意

小
笠
原
海
運
㈱

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

小 人

+2,370） １２，４８０ （+1,190）

+3,560） １８，７１０ （+1,780）

+4,740） ２４，９４０ （+2,370）

+5,480） ２８，８５０ （+2,750）

+5,940） ３１，２２０ （+2,970）

+1,900）

+1,190） ６，２５０ （+600）

+3,560） １８，７３０ （+1,790）

１６，２６８ （＋1,064）

１５，１４５ （＋991）

１３，９３１ （＋911）

下 １，６３０ （＋107）

以下 １，２１３ （＋79）

７
６
８
名

１
，０
３
６
名

計

http://www.ogasawara.or.jp/
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《
場
所
》
母
島
診
療
所

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
２５
日
（
月
）、
２６
日
（火
）

２８
日
（木
）、
２９
日
（金
）

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
事
前
に
助
産
師
と

予
約
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
電
話
ま

た
は
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
は
、
水
曜
日
を
除
く
平
日
午
後
１
時

３０
分
～
５
時
の
間
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
診
療
所

２
―
３
８
０
０

母
島
診
療
所

３
―
２
１
１
５

レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｃ
Ｔ
撮
影
装
置
入
替
工
事

【
母
島
診
療
所
】
６
月
１５
日
（金
）～
27
日
（水
）

【
小
笠
原
村
診
療
所
】

６
月
20
日
（水
）～
３０
日
（土
）

レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｃ
Ｔ
撮
影
装
置
の
入
替
工
事
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
期
間
中
、
ご
迷
惑
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
天
候
等

に
よ
り
日
程
が
変
更
す
る
場
合
、
院
内
掲
示
に
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

医
療
課
診
療
所
係

２
―
３
８
０
０

医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
、
間
も
な
く
一
年

が
経
ち
ま
す
。
観
光
の
お
客
様
や
そ
の
方
た
ち
の
診

療
所
の
受
診
の
増
加
に
伴
い
、
重
症
ケ
ー
ス
も
増
え

た
一
年
で
し
た
。

観
光
の
お
客
様
に
、
島
に
救
急
車
は
あ
り
ま
す
か

と
時
々
聞
か
れ
ま
す
が
、
聞
か
れ
る
状
況
に
応
じ
て

「
あ
り
ま
す
」「
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
を
使
い
分
け
て
お

答
え
し
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
父
島
・
母
島
と
も
、
診
療
所
に

「
救
急
車
」
は
所
有
し
て
い
ま
す
。

そ
の
「
救
急
車
」
は
、
救
急
業
務
の
た
め
の
基
準

を
満
た
し
た
設
備
で
す
し
、
車
両
自
体
も
緊
急
自
動

車
の
指
定
も
受
け
て
は
い
ま
す
。

た
だ
、
法
律
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、「
救

急
車
」
は
「
救
急
隊
」
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
、
初

め
て
「
救
急
車
」
に
な
り
ま
す
。

救
急
隊
が
存
在
し
な
い
当
村
で
は
、「
救
急
車
」
は

存
在
せ
ず
、
診
療
所
の
「
救
急
車
」
は
「
患
者
を
移

送
す
る
た
め
の
車
両
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
来
の
意
味
で
の
「
救
急
車
」
の
運
用
の
体
制
は

整
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、命
に
関
わ
る
こ
と
で
す
の
で
、

医
師
、
看
護
師
が
必
ず
同
乗
し
、
実
態
と
し
て
「
救

急
車
」
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

観
光
の
お
客
様
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
何
卒
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

医
療
課
長

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

今
月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の
乳

幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の
み
を
希
望

の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、
２

歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳
の
乳
幼
児

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
９
日
（土
）

《
受
付
時
間
》
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分
、

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
１０
日
（日
）

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
～
２
時
３０
分

《
場
所
》

母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

子
ど
も
の
応
急
対
応

～
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
？

小
児
科
医
を
講
師
に
招
き
、
島
で
実
際
に
起
き
そ

う
な
怪
我
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
子
ど
も
の
怪
我
の
対
応
に
つ

い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
９
日
（土
）午
後
７
時
～
８
時

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
１０
日
（日
）午
後
７
時
～
８
時

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

【
講
師
】森
田
孝
次
先
生
（昭
和
大
学
病
院
小
児
科
医
）

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

育
児
学
級
（歯
科
の
会
）

歯
科
衛
生
士
か
ら
の
お
話
と
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
を
い

た
し
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
２０
日
（水
）

午
前
９
時
～
１１
時
３０
分

《
集
合
場
所
》

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
会
（母
島
）

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
者
】
４
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者

【
日
時
】

《
０
歳
児
》
６
月
１２
日
（火
）

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

《
１
歳
か
ら
４
歳
未
満
》
６
月
１４
日
（木
）

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】
２０
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
２７
日
（水
）

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

《
集
合
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

《
内
容
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

《
持
ち
物
》
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
１３
日
（水
）

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

《
集
合
場
所
》
母
島
支
所
入
口

《
内
容
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

《
持
ち
物
》
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー

昨
年
６
月
に
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
３５
回
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
登
録
が
決
定
さ
れ

て
か
ら
、
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
他
の

遺
産
地
域
登
録
後
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

【
岐
阜
県
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
】

白
川
郷
は
平
成
７
年
１２
月
に
歴
史
的
文
化
遺
産

と
し
て
登
録
さ
れ
１６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

登
録
に
伴
う
観
光
客
増
の
経
過
を
み
る
と
次
の
よ

う
に
右
肩
上
が
り
に
観
光
客
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

《
平
成
元
年
》
６６
万
人

《
平
成
８
年
》
１
０
１
万
９
千
人
（登
録
１
年
後
）

《
平
成
１４
年
》
１
５
４
万
５
千
人
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《
平
成
２２
年
》
１
５
９
万
人

し
か
し
、
登
録
後
の
課
題
は
多
々
あ
り
ま
し
た
。

《
課
題
１
》
駐
車
場
の
確
保

全
国
的
に
も
珍
し
い
カ
ヤ
ぶ
き
の
合
掌
造
り
家
屋

の
集
落
内
に
点
在
す
る
10

か
所
以
上
の
駐
車
場

が
、
景
観
を
損
な
う
と
と
も
に
住
民
生
活
に
著
し
く

影
響
を
及
ぼ
し
た
。

《
課
題
２
》
農
地
の
荒
廃
に
対
す
る
懸
念

の
ど
か
な
田
園
風
景
と
合
掌
造
り
の
景
観
が
評
価

項
目
だ
っ
た
が
、
米
作
り
だ
け
で
は
生
計
が
立
た
な

い
ゆ
え
、
観
光
目
当
て
の
土
産
物
屋
へ
の
転
向
が
見

ら
れ
た
。

《
課
題
３
》
問
わ
れ
る
観
光
の
質

世
界
遺
産
と
い
う
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
な
が

ら
、
メ
ー
ン
の
村
道
沿
い
の
土
産
物
店
で
買
い
物
を

楽
し
む
と
い
う
、
他
の
観
光
地
と
な
ん
ら
か
わ
ら
な

い
ス
タ
イ
ル
が
主
流
で
あ
っ
た
。

《
課
題
へ
の
対
応
》

白
川
村
は
、
平
成
19
年
に
資
産
の
保
存
と
観
光
と

の
共
存
な
ど
を
ま
と
め
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

に
着
手
し
ま
し
た
。

翌
20
年
に
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
住
民
会
議
が
立

ち
上
が
り
、
計
17
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
検
討
結

果
を
白
川
村
役
場
に
提
出
し
、
村
役
場
は
22
年
に
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
次
の
項
目
を
３
本
の
柱
と
し

て
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
遺
産
価
値
の
再
評
価
と
保
存
管
理
の
充
実

○
遺
産
価
値
の
真
正
な
展
示
と
解
説
の
充
実

○
遺
産
の
担
い
手
と
遺
産
保
護
支
援
者
の
育
成

今
後
、
白
川
村
役
場
は
策
定
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
、
具
体
的
な
実
施
計
画
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

小
笠
原
村
も
登
録
後
１
年
が
経
過
し
様
々
な
問
題

点
と
課
題
が
現
れ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
村
総
合
計
画
の
目
標
で
も
あ
る
「
自
然
と

共
生
し
た
持
続
性
の
あ
る
島
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
、
登
録
後
の
行
動
計
画
を
で
き
る
限
り
早
く
策
定

す
る
必
要
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

●
問
合
せ
先

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー

◎
今
年
の
ザ
ト
ウ
模
様

小
笠
原
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
目
玉
で
あ

る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
。
今
回
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
定
点
観
測
結
果
を

お
伝
え
し
ま
す
。

右
の
グ
ラ
フ
は
、
定
点
観
測
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

平
均
発
見
頭
数
を
示
し
た
も
の
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
昨
年
の
１１
月
10
日
に
初
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
特
徴
と
し
て
、
昨

シ
ー
ズ
ン
よ
り
も
ク
ジ
ラ
の
見
ら
れ
る
時
期
が
早
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
３
月
に
は
一
度
、

発
見
頭
数
が
減
る
時
期
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
４

月
に
入
る
と
ま
た
発
見
頭
数
が
増
加
す
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
の
時
期

に
一
度
ク
ジ
ラ
の
見
ら
れ
る
頭
数
が
減
る
と
い
う
現

象
は
良
く
聞
く
話
で
す
が
、
そ
の
要
因
は
ま
だ
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
三
陸
沖
な
ど
で
の
発
見
情
報
が
多
い
の

で
、
ほ
と
ん
ど
の
個
体
が
す
で
に
北
上
し
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
６
月
に
入
っ
て
も
小
笠
原
近

海
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
Ｏ
Ｗ
Ａ

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会

２
―
３
２
１
５

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を
守
る
た
め
に

都
立
大
神
山
公
園
内
の
大
村
海
岸
は
、
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
の
産
卵
の
多
い
海
岸
で
す
。
昨
年
も
約
１
９
０

回
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
９
月
ご
ろ
ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵

の
た
め
に
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図
で
示
し
た
場

所
（土
手
か
ら
砂
浜
ま
で
の
間
の
植
栽
地
）に
は
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
終
わ
る
９
月
ご

ろ
ま
で
お
祭
り
広
場
等
の
照
明
を
消
灯
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
足
元
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係２

―
２
１

東
京
都
公
園
協
会
大
神
山
公
園

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２
―
７
１

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ
の
１３３

◎
波
打
ち
際
に
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

５
月
８
日
天
然
浜
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
実
施
中

父
島
東
側
の
「
箱
浜
」
に
お
い
て
、
日
中
に
も

ら
ず
、
波
打
ち
際
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
姿
を
確
認
し

た
。
船
か
ら
様
子
を
う
か
が
う
と
、
産
卵
上
陸

な
く
バ
ス
キ
ン
グ
（
甲
羅
干
し
）
の
最
中
で
し

父
島
で
は
２
０
１
０
年
に
も
「
初
寝
浦
」
で
確

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ウ
ミ
ガ
メ
は
標
識
付
き

ス
で
し
た
が
、
確
認
の
た
め
に
接
近
す
る
と
逃

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
通
常
バ
ス
キ
ン
グ
は
、

気
の
無
い
海
岸
で
行
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

が
、
ハ
ワ
イ
の
よ
う
に
観
光
客
が
訪
れ
る
海
岸

繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

◎
３
本
棒
に
ご
注
意
を

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
し

今
年
も
産
卵
巣
の
上
に
は
３
本
の
棒
を
立
て
て

ま
す
。
棒
を
抜
い
た
り
、
近
づ
い
た
り
し
な
い

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
上
陸
跡
や
掘
っ
た
砂
の
盛
り
上

は
、
産
卵
巣
調
査
の
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
の

さ
な
い
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

図. 定点観測（30 分あたり）の

平均発見頭数の推移（半月ごと）

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
平
均
発
見
頭
数(

頭)

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー

２
―
２
８
３
０

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス

テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
）

●
問
合
せ
先
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２
３

７
０

に
、

関
わ

ま
し

で
は

た
。

認
さ

の
メ

げ
ら

ひ
と

ま
す

で
頻

た
。

お
り

よ
う

が
り

で
消
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お口の中に口内炎が出来ていると笑う時にも痛みます。口内炎は口の粘膜の傷や

が荒れたところに、口の中に住んでいる菌が感染してできます。

口内炎が頻回にできたり長期的にできるようなことがあれば診療所へご相談くだ

保健師：今月は母島診療所の歯科医師島田耕輔先生にご協力をいただきました。

クジラ：島田先生に聞きたいことがあります。質問しても良いですか？

口内炎がよくできて、笑う時にも痛いのですがビタミン不足ですか？

島田先生：口内炎の原因は、すべてビタミン不足ではないですよ！

口内炎とは、口の粘膜の傷に口の中に住んでいる菌が感染しておきま

クジラ：傷を作った記憶がないですよ？

島田先生：食事などによる外傷が、口の粘膜には無数にあるのです！

クジラ：痛くないの？

島田先生：唾液で湿っていて、新陳代謝が活発に行われているので、傷の治りも

す。何らかの理由で、唾液の量が少なかったり新陳代謝が低下すると、

れて大きな傷になりやすいです。

クジラ：分かりやすい説明ありがとうございました！お口の中を健康にして思い

ちよく笑えるよう心掛けてみよう！！

笑いは心にも体にも良いパワーを

大きな声を出して笑うことは腹式呼吸になり、『呼吸』『嚥下』『口腔内の機能

笑いは・・・

・心身を安定させる

・脳を活性化させる

・運動機能を向上させる

・免疫力を高める

ことなどに貢献します。

そして、

表現の一

ストレス

た状態に

心も体も

くすぐられると笑ってしまいますよね？

くすぐられて笑うことは、生理的反応のようですが自分でくすぐっても笑えま

せんね。このことからも、笑うことには心が大きくかかわっていることが分か

りますね！

「うれしいから笑うのではなく、笑うからうれしい」という説が心理学にはあ

るようです。笑いは奥が深いですね。

今から、笑うこと・ほほ笑むことを心がけてみてはいかがでしょう

健康は健口から！今月は、お口の健康について考えまし

思いきり気持ちよく笑うためにはお口の健康が大切！
―村民課福祉係 —
心と体のストレスなどで口の粘膜

さい。

— 第１４８号 ―

クジラの伝言板

す。

早いので

粘膜が荒

切り気持

与えます！

を高める』ことにもなります。

笑いは口を利用した感情

つでもあります。

が溜まると体は緊張し

なりますが、笑うことで

ほぐされます。

か！

ょう。
村民課福祉係
6 月 4 日はむし歯予防デー、そして 6 月 4 日～10 日は「歯の衛生週間」です。
2－3939
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シ ロ ア リ 特 集

[

と

だ

は

●

父島の西町～奥村地区では、以前のような羽アリの大発生を見かけなくなりました。これは２０年来の各家庭や事業所での努

と、対策団による地道な駆除作業による成果と考えられます。しかし周囲の山林にはまだ多くのシロアリが生息しており、

ゆるめれば数年のうちに元の状態に戻ってしまいます。「人とイエシロアリの住み分け」方針に基づき引続き対策を講じてい

必要があります。

また、平成２３年度に【シロアリ対策連絡・調整会議】が発足し、国と都と村で情報共有と調整を行っています。村では、外

樹木駆除等の事業実施に伴うシロアリへの影響について、責任をもって対策を講じるよう要請しています。
シロアリの種類と生態]

日本には２０種類ほどのシロ

して枯れ木や落ち葉を食べ、

虫ですが、そのうちの数種類

コクシロアリ、ヤマトシロア

与えてしまいます。

小笠原で多く発生しているの

）の「世界の外来侵入種ワー

イエシロアリという種類です

アリも小集団ながら各所で発

戦前の小笠原ではイエシロア

戦後に米軍の物資と一緒に父

す。

[イエシロアリの巣の形成と活

地上におりた羽アリは、オス

、住み家を探します。安全な

日後に産卵を始めます。この

に数を増やして、大きい巣で

匹にまで達することもありま

巣内の９０～９５％は職蟻と

に含まれる成分を食べて栄養

渡しています。巣から７０ｍ

物に侵入すると大きな被害を

ず、木材のほか革製品、炭、

ートでさえ触れたものは何で

巣内には他に、兵蟻と呼ばれ

２～３％おり、巣や飛び立つ

羽アリはなぜ飛ぶ？]

羽アリが飛ぶのは、婚姻のた

主に５～６月の夕暮れ時に、

と一斉に飛び立ちます。光に

らでも建物内に侵入し不快感

を落として地上におりますが

、カエルやヤモリ、クモ、ア

まいます。羽アリの数は巣内

を作るのはそのうちの１％に

シロアリ対策奨励金]

村では個人所有の家屋への防

奨励金を交付しています。自

さい。対象となる家屋、防蟻

お問い合わせください。

問合せ先 建設水道課2-311
- 9 -

アリがいます。おもに森林に生

物質循環に大きな役割を果たす

（小笠原ではイエシロアリ、ダ

リ）が、建物や財産にまで被害

は、国際自然保護連合（ＩＵＣ

スト１００」にも挙げられてい

。ダイコクシロアリやヤマトシ

生しています。

リの生息が確認されておらず、

島へ入ってきたといわれてい

動]

がメスに誘引されて連なって歩

場所にたどり着くと、交尾して

ペアが王と女王になり数年のう

は直径１ｍ、巣内の数は１００

す。

いう白く小さな虫です。職蟻が

をとり、それを幼虫や王、女王

程度の範囲まで広く餌を探し、

与えます。目が退化していて見

ケーブルや鉛、断熱材、コンク

もかじってしまいます。

る牙のような大あごをもった虫

羽アリの警備をしています。

めです。イエシロアリの羽アリ

温度や湿度などの気象条件が整

集まる習性があり、小さな隙間

をもたらします。十数分飛ぶと

、元の巣に帰ることは許され

リなどに捕食され大半が死んで

の２％程度で、飛び立って別の

満たないといわれています。

[母島のシロアリ対策]

長浜トンネル以北では、生息地域を踏査して駆除することで

生息数を低減させています。ここ数年、長浜トンネル以北では、

５月～７月上旬の午後６時～８時くらいの間、イエシロアリの

羽アリが飛んでいます。この羽アリを人や車に付着して集落へ

持ち込まないように気をつけましょう。羽アリが飛ぶ時期・時

間には、不要不急以外で長浜トンネル付近や北部方面へ行かな

いようにしましょう。

昨年度、集落付近においてイエシロアリの羽アリが確認され

たことから、重点的に対策を行っています。集落付近で羽アリ

を発見した場合は、村役場母島支所までご連絡ください。

[母島への持ち込み規制]

条例により、何人もイエシロアリ等を母島へ持ち込んではな

らないと決められています。父島や他のシロアリ生息地域から

の樹木や材木等の持ち込みは原則禁止となっています。

貨物等にシロアリが付いていないかよく点検しましょう。

[母島シロアリ説明会]

対策団の来島に合わせて、次のとおり説明会を開催します。

皆様お誘いあわせの上、ご参加ください。

【日時】６月１４日（木）午後７時～

【場所】母島村民会館体育室

【講師】(株)吉野白蟻研究所 吉野弘章氏

[駆除]

イエシロアリの場合は、巣本体に働きかけないと駆除できま

せん。発生した場所に薬剤をかけただけでは、その部分のシロ

アリには効きますが、他の数十万というシロアリには届きませ

ん。一匹一匹は小さく弱いのですが、根強い組織を形成します。

巣は仮に周辺に薬を撒いたとしても内部へ届かないほど精巧

で複雑にできています。また薬剤の誤った使用は周辺の環境に

大きな負荷を与えます。

シロアリは種類によって生態、巣の場所や形、駆除方法が全

く異なります。シロアリを熟知した信頼のできる専門業者に依

頼しましょう。

[駆除事業者が来島します]

村では年３回、集落周辺の樹木を中心に対策事業を行ってい

ます。無料の家屋点検や被害相談も行っております。

相談や点検は事前に申込みが必要となります。

（家屋や敷地の駆除・予防施工は別途有料となります。）

【申込期間】６月１日(金)～１３日(水)

【対策日程】６月９日(土)～１７日(日)

【申込場所】村役場建設水道課 村役場母島支所

蟻処理に対して、一定条件のも

分の財産を守るためにご活用く

処理業者等、交付要件について

5 母島支所3-2111



ふるさと寄付（ふるさと納税）の募集開始 硫黄島掃海訓練による操業制限（～２５）

耳鼻咽喉科専門診療（父島～４） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

入港日

原付免許学科試験

保健所難病専門医相談（父島～１８）

高校図書館開放 高校図書館開放

出港日

母島巡回労働相談

農業経営改善計画書記入相談会（父島）

出港日 育児学級離乳食の会（父島）

石浦方面指定ルート通行止め

育児学級歯科の会（父島）

小港～ジョンビーチ・高山方面遊歩道通行止め

銃器による父島のノヤギ駆除（都～２２） 農業経営改善計画書記入相談会（母島）

ノヤギ駆除（村） 石浦方面指定ルート通行止め

常世ノ滝～ワラビ谷分岐指定ルート通行止め 夏至ライトダウン

定期予防接種

入港日 入港日 （八丈島寄港便）

小児科専門診療（父島） 電話による無料法律相談

保健所難病専門医相談申込期限 ２種混合予防接種（父島小学６年生対象）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 赤旗山方面指定ルート通行止め

子どもの応急対応（父島） 父島返還祭

母島返還祭（～２４）

小笠原高等学校ビーデ祭 産科・婦人科専門診療（母島）

乳幼児健診・歯科健診（母島） 高校図書館開放

子どもの応急対応（母島） フリーマーケット開催

小児科専門診療（母島）

出港日 出港日

産科・婦人科専門診療（父島～２６）

硫黄島３島クルーズ申込締切

村議会第２回定例会（～１３） 小笠原諸島返還記念日

石浦方面指定ルート通行止め

ベビーマッサージ会（母島）

村民意見・提案・相談受付 農業経営改善計画申請受付

行政相談所の開設（父島） ヘルスアップ教室（父島）

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

常世ノ滝～千尋岩方面および西海岸指定ルート通行止め 入港日

ヘルスアップ教室（母島） 産科・婦人科専門診療（父島～２９）

ベビーマッサージ会（母島）

石浦方面指定ルート通行止め

入港日

硫黄島訪島事業（～１８日）

原付免許学科試験申込締切

東京三弁護士会による法律相談（母島）

保健所難病専門医相談（母島～１６）
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